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子
ど
も
が
こ
う
し
た
行
動
を
起
こ
す
背
景

　

今
年
一
月
に
内
閣
府
が
行
っ
た
世
論
調
査

に
よ
る
と
、
回
答
者
の
約
六
割
が
「
少
年
非

行
が
増
え
て
い
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
少

年
自
身
の
問
題
と
し
て
「
自
分
の
感
情
を
う
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昨
年
の
刑
法
犯
罪
に
お
い
て
、
少
年
が
か

か
わ
る
被
害
は
、
約
三
五
万
件
で
、
こ
こ
数

年
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
暴
力

や
虐
待
な
ど
で
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
殺
さ
れ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

犯
罪
被
害
は
、
少
年
非
行
と
の
か
か
わ
り
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
出
会
い
系

サ
イ
ト
な
ど
で
は
、
見
知
ら
ぬ
者
同
士
が
出

会
う
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

相
手
の
実
態
が
分
か
り
に
く
く
、
興
味
本
位

で
利
用
し
た
少
年
が
、
誘
拐
、
児
童
買
春
、

暴
行
、
脅
迫
な
ど
の
被
害
に
遭
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃
さささささささささささささささささささささ
ななななななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ででででででででででででででででででででで
非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
ののののののののののののののののののののの
サササササササササササササササササササササ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
ののののののののののののののののののののの
取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

　

少
年
非
行
は
、
子
ど
も
の
心
理
や
家
庭
、

学
校
、
社
会
の
問
題
な
ど
様
々
な
面
を
含
ん

で
い
ま
す
。
家
庭
だ
け
で
問
題
が
解
決
し
な

い
場
合
に
は
、
警
察
の
少
年
相
談
窓
口
や
、

地
域
で
非
行
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
専
門
知
識
を
持
っ
た

機
関
や
団
体
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

学
校
お
よ
び
警
察
が
連
携
し
て
行
う
「
非
行

防
止
教
室
」
や
、
全
国
都
道
府
県
の
警
察
に

設
置
さ
れ
て
い
る
少
年
相
談
窓
口「
ヤ
ン
グ
・

テ
レ
ホ
ン
・
コ
ー
ナ
ー
」（
※
）
な
ど
で
も
、
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
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ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
」「
社
会
道

徳
、
規
範
意
識（
モ
ラ
ル
）に
欠
け
る
」
な
ど

を
挙
げ
て
お
り
、
ま
た
、
実
際
に
検
挙
さ
れ

た
少
年
の
中
に
は
、
自
ら
の
行
為
を
悪
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
な
い
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。こ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、家
庭
や
地

域
社
会
に
お
け
る
ふ
れ
あ
い
が
希
薄
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

喫
煙
、
飲
酒
、
深
夜
に
は
い
か
い
す
る
な

ど
の
非
行
少
年
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
、

家
庭
で
も
、子
ど
も
の
非
行
を
知
ら
な
い
、黙

認
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
親
や
地
域
の
大
人
の
善
悪
に

対
す
る
態
度
や
規
範
意
識
を
見
て
育
ち
ま

す
。
少
年
の
非
行
を
見
た
場
合
は
、
親
や
周

囲
の
大
人
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
態
度
で
注

意
し
、「
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
家
庭

や
学
校
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
り
、
子
ど

も
に
善
悪
の
区
別
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
を
教
え
、
子
ど
も
を
非
行
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

※
全
国
の
都
道
府
県
警
察
に
は
、『
ヤ
ン
グ
・

テ
レ
ホ
ン
・
コ
ー
ナ
ー
』（
少
年
相
談
コ
ー

ナ
ー
）
な
ど
で
、
子
ど
も
の
問
題
で
悩
む

保
護
者
や
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も

た
ち
か
ら
の
相
談
を
受
け
る
直
通
電
話
が

設
置
さ
れ
、
専
門
知
識
の
相
談
員
や
経
験

豊
富
な
少
年
補
導
職
員
が
適
切
な
助
言
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�
〇
四
五－

六
四
一－

〇
〇
四
五

　

神
奈
川
県
ユ
ー
ス
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー

　

昨
年
、
非
行
・
犯
罪
行
為
に
よ
り
検
挙
さ

れ
た
少
年
の
数
は
約
十
三
万
人
。
こ
れ
は
、

成
人
を
含
め
た
刑
法
犯
の
検
挙
人
員
数
の
約

三
割
に
も
上
り
ま
す
。
ま
た
、
少
年
の
人
口

一
千
人
当
た
り
の
検
挙
人
数
は
約
十
七
人

と
、
成
人
と
比
べ
、
七
倍
近
い
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

全
体
の
傾
向
と
し
て
、
殺
人
や
放
火
と

い
っ
た
重
大
な
犯
罪
は
減
少
し
た
も
の
の
、

喫
煙
や
深
夜
は
い
か
い
な
ど
で
補
導
さ
れ
た

少
年
の
数
は
、
平
成
に
入
っ
て
最
高
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
悪
用
し
た
詐
欺
な
ど
を
行

う
、
知
能
犯
で
の
検
挙
人
員
が
増
え
た
こ
と

な
ど
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非非
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に
は
、
様
々
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
、

学
校
で
の
成
績
が
下
が
る
な
ど
、
非
行
へ
の

き
っ
か
け
は
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
は
、
内
側
に
た
め
込
ん
だ
寂
し
さ

や
不
満
を
解
決
す
る
方
法
が
分
か
ら
な
い
と

き
、
そ
れ
を
外
部
へ
の
い
ら
だ
ち
や
暴
力
な

ど
で
表
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
非

行
の
サ
イ
ン
を
読
み
取
っ
た
ら
、
ま
ず
は
子

ど
も
と
向
き
合
い
、
し
っ
か
り
と
話
を
聞
く

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
で
、
ど
う

し
た
ら
問
題
を
解
決
で
き
る
の
か
、
一
緒
に

話
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
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お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料
納
入
通
知
書
の
送
付
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
対
し
、
七
月
に
本
算
定
納
入
通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

本
算
定
（
七
月
に
お
知
ら
せ
す
る
保
険
料
額
）
は
、
今
年
の
町
民
税
所
得
割
額
に
基
づ
き
、
一

年
間
の
保
険
料
を
再
計
算
し
た
通
知
で
す
。

　

ま
た
、
年
度
の
途
中
で
被
保
険
者
等
に
異
動
が
生
じ
た
場
合
は
、
随
時
変
更
し
、
新
た
に
納

入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

医
療
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

※
新
し
い
受
給
者
証
を
受
け
取
っ
た
人
は
、
八
月
一
日
以
降
、
必
ず
新
し
い
「
受
給
者
証
」
を

お
使
い
く
だ
さ
い
。
古
い
受
給
者
証
は
町
民
課
ま
で
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
受
給
者
証
等
の
負
担
割
合
に
つ
い
て

　

医
療
受
給
者
証
等
の
一
部
負
担
割
合
は
、
毎
年
八
月
一
日
現
在
の
世
帯
状
況
と
前
年
の
収

入
、
所
得
を
も
と
に
判
定
し
ま
す
。
判
定
の
結
果
、
医
療
受
給
者
証
等
の
負
担
割
合
が
変
更
に

な
る
人
に
は
、
新
し
い
受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

①
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」

　
　

国
民
健
康
保
険
加
入
の
七
〇
歳
以
上
の
人
で
、
老
人
保
健
医
療
に
該
当
さ
れ
な
い
全
員

に
、
八
月
一
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
高
齢
者
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　
　

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
は
、
直
接
加
入
さ
れ
て
い

る
保
険
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

②
「
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
」

　
　

負
担
区
分
が
変
更
と
な
る
人
だ
け
に
、
八
月
一
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
老
人
保
健
法

国
民
健
康
保
険
・
老
人
医
療　

自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

　

入
院
し
た
と
き
、
国
民
健
康
保
険
・
老
人
医
療
の
自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
減
額
に

は
、
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
左
記
に
該
当
す
る
時
は
、
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
を
行
い
、
該
当
し
た
場
合
に
は
、
減
額
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

●
入
院
時
の
食
事
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象　

国
民
健
康
保
険
・
老
人
医
療
の
被
保
険
者
で
非
課
税
世
帯
等
の
人

減
額　
（
一
日
あ
た
り
）

　

①
九
〇
日
ま
で
…
六
五
〇
円　

②
九
一
日
以
上
…
五
〇
〇
円
等

●
入
院
時
の
医
療
費
負
担
金
も
、
減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象　

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給
者
・
老
人
医
療
の
被
保
険
者
で
非
課
税
世
帯
等
の
人

減
額　
（
一
医
療
機
関
、
一
月
あ
た
り　

二
四
、
六
〇
〇
円
等
）

問
合
せ　

町
民
課　

�
内
線
二
一
七
・
二
一
八

介
護
保
険
料（
本
徴
収
）の
お
知
ら
せ（
六
五
歳
以
上
の
人
）

　

七
月
上
旬
に
、
六
五
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ
介
護
保
険
料
の
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
ご
自

分
の
納
付
方
法
と
納
付
金
額
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
め
方
は
…

　

納
め
方
に
は
、
受
給
し
て
い
る
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
「
特
別
徴
収
」
と
、
納
入
通
知
書

か
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
「
普
通
徴
収
」
が
あ
り
ま
す
。

　
特
別
徴
収
の
人

　

十
月
〜
三
月
ま
で
の
六
ヵ
月
間
の
保
険
料
を
「
介
護
保
険
料
（
本
徴
収
）
決
定
通
知
書
兼
特

別
徴
収
開
始
通
知
書
」
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
年
十
月
・
十
二
月
、
来
年
二
月
の
三
回
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
普
通
徴
収
の
人

　

七
月
〜
三
月
ま
で
の
九
ヵ
月
間
の
保
険
料
を
「
介
護
保
険
料
（
本
徴
収
）
納
入
通
知
書
」
に

よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

納
入
通
知
書
に
よ
り
銀
行
等
の
金
融
機
関
で
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
口
座
振
替

を
申
込
ん
で
い
る
人
は
、
指
定
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

　
普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
へ
の
切
り
替
え
に
つ
い
て

　

六
五
歳
到
達
時
や
転
入
時
は
、
当
初
「
普
通
徴
収
」
で
す
が
、
四
月
に
年
金
（
老
齢
福
祉
年

金
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
を
除
く
）
の
受
給
が
あ
り
、
年
金
の
年
額
が
十
八
万
円
以
上
で
、
四

月
一
日
に
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
は
、
十
月
か
ら
原
則
と
し
て
「
特
別
徴
収
」
に
切
り
替
わ

り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
七
月
〜
九
月
ま
で
の
三
ヵ
月
間
の
保
険
料
は
「
普
通
徴
収
」
で
、「
介
護
保
険

料
（
本
徴
収
）
納
入
通
知
書
」
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
十
月
〜
三
月
ま
で
の
六
ヵ
月
間
の

保
険
料
は
「
特
別
徴
収
」
と
な
り
、「
介
護
保
険
料
（
本
徴
収
）
決
定
通
知
書
兼
特
別
徴
収
開

始
通
知
書
」
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
災
害
、
失
業
、
倒
産
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
の
減
免
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
課　

�
内
線
二
三
一
〜
二
三
三



８

広
報
は
や
ま
7
月
号

�
�
�
�
�
�
�

　

平
成
十
七
年
度
県
民
功
労
者
表
彰
が
発
表

さ
れ
、
葉
山
で
は
次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

海
や
プ
ー
ル
な
ど
で
起
き
る
水
難
事
故

は
、
事
前
の
『
注
意
』
と
『
対
策
』
で
、
多

く
は
予
防
で
き
ま
す
。

○
水
に
入
る
前

�
一
人
で
泳
ぐ
の
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

�
必
ず
準
備
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

�
疲
れ
て
い
る
時
は
、
泳
ぐ
の
を
や
め
ま

し
ょ
う
。

○
泳
ぐ
時

�
水
泳
場
の
規
則
や
監
督
者
の
注
意
を
良
く

守
り
ま
し
ょ
う
。

�
長
時
間
、
水
に
つ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

�
余
裕
を
も
っ
て
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

遠
泳
す
る
時
に
目
標
と
す
る
岩
な
ど
は
、

岸
か
ら
見
て
比
較
的
近
く
に
感
じ
ま
す
が
、

泳
ぎ
始
め
る
と
、
予
想
と
は
違
い
、
た
ど
り

着
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
行
き
は

余
裕
が
あ
っ
て
も
、
帰
り
は
疲
れ
て
し
ま

い
、
岸
ま
で
戻
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
帰
り
は
行
き
の
二
倍
か
か
る
」
と
覚
え
て

く
だ
さ
い
。

　

海
や
プ
ー
ル
に
出
か
け
た
時
は
、
特
に
小

さ
な
子
ど
も
に
は
、
保
護
者
が
十
分
注
意
を

払
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
人
で
も
、
遊
泳
禁
止
の
場
所
で
泳
い
だ

り
、
お
酒
を
飲
ん
で
水
に
入
る
と
、
溺
れ
た

り
、
突
然
心
臓
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
な
ど
大

変
危
険
で
す
。

　

大
人
が
手
本
と
な
っ
て
、
ル
ー
ル
を
守

り
、
事
故
の
な
い
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

　

病
気
や
事
故
な
ど
に
対
す
る
応
急
手
当
の

講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
講
習
を
受
け

て
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

消
防
本
部

　

�
八
七
六－

〇
一
一
九　

内
線
二
二
二

水水
難難
事事
故故
のの
予予
防防

〜〜
はは
じじ
めめ
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
応応
急急
手手
当当
〜〜
　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

は
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
、
も
と
の

軍
人
、
軍
属
等
の
方
々
に
思
い
を
い
た
し
、

戦
没
者
の
死
亡
当
時
に
お
け
る
ご
遺
族
に
対

し
、
終
戦
六
〇
周
年
と
い
う
特
別
な
機
会
を

捉
え
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す

る
た
め
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
残
さ
れ
た
戦
没
者
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
の
う
ち
、
次
の
支
給
順
位
に
よ
り
、
最

も
順
位
が
先
の
方
お
一
人
に
第
八
回
特
別
弔

慰
金
と
し
て
額
面
四
〇
万
円
、
十
年
償
還
の

記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象

１
、
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
、
戦
没
者
等
の
子

３
、
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟

姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

い
な
か
っ
た
方
等
は
除
く
）

４
、
右
記
３
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖

父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

５
、
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
内
の
親

族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

一
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に

限
る
）

請
求
期
間

　

平
成
二
〇
年
三
月
三
一
日
ま
で

問
合
せ　

福
祉
課　

�
内
線
二
三
六

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
八
回
特
別
弔
慰
金
が　
　
　

支
給
さ
れ
ま
す

　

多
年
害
虫
防
除
業
に
携
わ
る
と
と
も
に
、

神
奈
川
県
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会
会
長

等
を
歴
任
し
組
織
の
充
実
強
化
と
経
営
の
安

定
化
に
優
れ
た
成
果
を
あ
げ
る
な
ど
、
保
健

衛
生
の
向
上
に
尽
く
し
ま
し
た
。

環
境
衛
生
の
向
上
に
尽
力

山
口　
健
次
郎
さ
ん



９

お
知
ら
せ

「（
仮
称
）
保
育
園
・
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
」
建
設
に
つ
い
て

明
日
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
育
成
へ
の
取
り
組
み

　
「（
仮
称
）
保
育
園
・
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
」

は
、
本
町
の
福
祉
・
教
育
の
拠
点
と
し
て
来

年
十
月
の
開
所
を
め
ざ
し
て
、
今
年
度
に
建

設
工
事
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
町
立
保
育
園
は
、
昭
和
四
八
年
に

建
設
さ
れ
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
今
の

施
設
を
こ
の
ま
ま
使
用
す
る
に
は
建
物
の
耐

震
対
策
の
問
題
や
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
と
し
て
喫
緊
の
課
題
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
生
涯
学
習
施
設
の
充
実
や
教

育
委
員
会
と
教
育
研
究
所
の
機
能
を
一
体
化

し
、
効
率
的
で
効
果
的
な
教
育
研
究
・
研
修

の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
未
就
学
児
の
各
発
達
段
階
で
の

諸
課
題
に
す
ば
や
く
対
応
し
、
療
育
関
係
者

と
教
育
委
員
会
が
相
互
に
連
携
を
図
る
こ
と

で
、
町
内
各
学
校
へ
の
就
学
支
援
体
制
の
充

実
と
、
保
護
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
・
交
流

の
場
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
要
望
を
踏
ま
え
て
、
三
つ
の

機
能
を
備
え
た
複
合
施
設
の
実
現
に
向
け

て
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
関
係
各
所
と
会
議

や
説
明
会
を
重
ね
、
計
画
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
施
設
建
設
後
の
管

理
・
運
営
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
、
明
日

の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育

成
を
め
ざ
し
て
、
葉
山
の
子
育
て
環
境
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

施
設
の
概
要

場
所　

消
防
庁
舎
と
な
り

地
上
三
階
建
て

　

一
階
部
分
…
保
育
園

　

二
階
部
分
…
教
育
委
員
会

　

三
階
部
分
…
療
育
施
設
、
教
育
研
究
所

　

総
延
べ
床
面
積
約
二
、
三
〇
〇
平
方
㍍

問
合
せ　

福
祉
課

　

�
内
線
二
三
七
・
二
三
八

　

教
育
総
務
課　

�
内
線
四
四
一
〜
四
四
三

　

電
話
一
本
で
指
定
の
日
時
ま
で
に
証
明
書

類
が
、
自
宅
に
届
き
ま
す
。

◆
対
象
者　

町
内
在
住
の
人

◆
受
取
時
間

　

配
達
希
望
日
の
一
か
月
前
か
ら
前
日
の
十

五
時

◆
配
達
時
間　

平
日
九
時
〜
二
〇
時
三
〇
分

◆
申
込
み
方
法　

希
望
す
る
諸
証
明
書
等
を

発
行
す
る
町
民
課
か
税
務
課
へ
①
、
②
の

方
法
で
予
約　

①
電
話
、
②
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
必
ず
書
い
て
、
郵
送
・

フ
ァ
ッ
ク
ス

◆
費
用　

二
〇
〇
円
（
一
回
配
達
分
）

※
別
途
証
明
書
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
でででででででででででででででででででででででででででででででで
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近
なななななななななななななななななななななななななななななななな
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配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配
ササササササササササササササササササササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ
スススススススススススススススススススススススススススススススス

便
利
で
手
近
な
宅
配
サ
ー
ビ
ス

◎土地・家屋評価証明
◎納税証明
◎所得証明
◎公課証明
◎課税証明
◎非課税証明
◎法人所在証明

● 身分証明
　（本籍葉山町に限る）
●印鑑登録証明
●住民票の写し
●住民票記載事項証明
● 戸籍の附票
　（本籍葉山町に限る）
●不在籍・不在住証明
●草津温泉宿泊施設助成券

受け取
れる証
明等

税務課�内線２５１～２５６
�８７６－１７１７

町民課�内線２１１・２１２
�８７６－１７１７

申込み

　

町
は
七
月
一
日
付
け
で
、
昨
年
六
月
に
施

行
さ
れ
た
我
が
国
で
初
め
て
の
景
観
に
関
す

る
総
合
的
な
法
律
で
あ
る
「
景
観
法
」
に
基

づ
く
景
観
行
政
団
体
に
な
り
ま
し
た
。

　

景
観
行
政
団
体
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

町
は
県
に
代
わ
っ
て
主
体
的
に
景
観
法
に
よ

る
良
好
な
景
観
形
成
に
関
す
る
具
体
的
な
施

策
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
な
が
ら
、
町
民
と
町
を
訪
れ
る
人

に
「
さ
す
が
は
、
葉
山
！
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
な
良
好
な
景
観
の
形
成
を
め
ざ
し
た
施
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

景
観
行
政
団
体
に　

　
　
　

な
り
ま
し
た

〜
良
好
な
景
観
の
形
成
に
向
け
て
〜

　

近
年
、
住
宅
地
の
周
辺
に
お
い
て
、
資
材

置
場
に
よ
る
住
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
で
は
、
葉
山
町
ま
ち
づ
く
り
条

例
に
よ
り
、
適
切
な
土
地
利
用
を
誘
導
し
て

い
ま
す
が
、
新
た
に
資
材
置
場
の
『
囲
い
』

に
つ
い
て
技
術
基
準
を
設
け
ま
し
た
。
美
し

い
住
環
境
の
維
持
向
上
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

都
市
計
画
課　

�
内
線
三
五
一

住
環
境
に
配
慮
し
た　
　
　

　
　

資
材
置
場
に
ご
協
力
を




